
保護者等から　アンケート集計結果　公表用
（児童発達支援）

公表：令和　7　年　　3月　 31日

事業所名　　乳幼児親子教室　　　　     　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　35　名　回収数　23名 　割合　66　％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて
いるか

23 0 0 0

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 22 0 0 1

・安心してお任せしていま
す・お子さん2人に対して先
生が1人という配置数が手
厚い。先生方の専門性とい
うところはよく分かりません
が定期的な言語聴覚士さん
や公認心理士さんとの個人
面談は有り難いです

・職員の資格について
は重要事項説明書に記
載しています。

③

 
3.生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ
れた環境(i) になっているか。また、障害の特
性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が適切になされている
か

23 0 0 0

・教室の門扉からスロー
プになっている。おも
ちゃや絵本等が子供の
身長の高さにある

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
となっているか。また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

23 0 0 0

・子供が好きそうなおも
ちゃや粘土による感覚
遊び、季節に合わせた
製作等、十分な公園遊
び

・おもちゃ棚や机等で空
間を仕切って遊べる工
夫をしています。

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ
れた上で、児童発達支援計画(ⅱ)が作成されてい
るか

23 0 0 0

・教室での様子、家での
様子とたくさんお話しさ
せていただいた上で作
成していただいていま
す。こどものことをよくわ
かってくださっているな
と思います・必ず定期
的に先生と保護者間で
モニタリングが行われて
作成されています

・面談等で詳しくお話を
伺い支援計画を作成し
ています。

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、
「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から
子どもの支援に必要な項目が適切に選択され、

22 1 0 0

・いつもありがとうござ
います・必ず定期的に
先生と保護者間でモニ
タリングが行われて作
成されています

・面談等で詳しくお話を
伺い支援計画を作成し
ています。

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか

22 1 0 0
・支援内容を話し合い
共有するようにしていま
す。

⑧
活動プログラム(iii)が固定化しないよう工夫さ
れているか

20 2 0 1

・」正直最初は遊んでい
るだけのように見えまし
たがその中でルール遊
びだったりを入れている
のは分かりました

季節にちなんだ製作や
活動を取り入れていま
す。子ども達の見通し
が持てるようにプログラ
ムを固定する事も大切
だと考えます。

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障害のない子どもと活動する機会があるか

13 2 2 6

・成長させていただいて
います・週に3回保育園
と週に1回体操教室に
通わせています・子ども
は親愛保育園との交流
を毎回とても楽しみにし
ていました

・年中・年長を対象に保
育園との交流保育を
行っています。

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

20 1 0 2
・して下さったかもしれ
ませんが覚えていませ
ん

・契約書説明会を3日間
設けてその中で、運営
規定や利用者負担につ
いて触れています。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、
これに基づき作成された「児童発達支援計
画」を示しながら、支援内容の説明がなされた

20 0 0 3
・支援計画の説明は、
個別に行っています。
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保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）
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保護者等から　アンケート集計結果　公表用
（児童発達支援）

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング (iv)等）が行われているか

13 5 1 4

・「ペアレントトレーニン
グ」という形かはわかり
ませんが、年に数回の
勉強会と、普段の先生
とのお話より様々学ば
せていただいておりま
す・ペアレントトレーニン
グは大変興味がありま
す。有料制でも行って欲
しいです

・勉強会や交流会等、
職員が入った小集団で
話し合っています。

⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理解
ができているか

23 0 0 0

・ちょっと気になったこと
でもすぐにお話出来て、
助かっています・通い始
めの方に私や夫の体調
や通院歴など聞かれて
おり定期的に先生方か
ら「お母さん体調はいか
がですか？」と聞いて下
さいます

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

23 0 0 0

・時間を設定しての面談
はもちろん、普段から
色々お話出来る環境に
あり、大変心強いです・
定期的にモニタリング
があります。また保護者
同席での公認心理士さ
んとの面談がありそちら
の時間で相談しており
ます

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

22 1 0 0

・保護者同士の交流が
支えになっています・栄
養士さんを呼んでの栄
養相談会や子育てにひ
と段落された保護者を
呼んでの子育てについ
てお話を聞く会などバラ
エティに富んだ交流が
行われています。最後
に30分くらいグループに
分かれて意見や感想や
今の悩み事などを話す
時間もあります

・交流会や勉強会の最
後には職員が入って小
集団で話す機会を設け
ています。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制が整備されているとともに、子ども
や保護者に周知・説明され、相談や申入れを
した際に迅速かつ適切に対応されているか

22 1 0 0

・我が家の話ではありま
せんがある保護者の方
がお子さんについて先
生に相談していたら「そ
のような事例が確か以
前にもあった気がしま
す。聞いてみます。少し
待っていて下さい。」と
おっしゃっていました

・苦情や相談を受け付
ける体制は整えていま
す。いつでもご相談下さ
い。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮がなされているか

22 1 0 0

・今年度からアプリでお
便りが閲覧出来、とても
便利に感じています。
出欠席の連絡もアプリ
で出来るとありがたいで
す。ご検討をよろしくお
願いいたします・モニタ
リングの際は必ず個室
に案内され周囲が気に
なりません

・アプリを使った情報の
配信、教室内の掲示、
帰りの会での呼び掛け
等、工夫しています。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信されているか

20 3 0 0

・年度始めに年間の予
定が載ったカレンダーを
頂けたりアプリ上で毎月
の予定が載ったカレン
ダーが届いたり年に2〜
3回程子供の様子が書
かれたお便りも頂けま
す

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 22 0 0 1
・今後も十分、気を付け
て行きます。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、保護者に周知・
説明されているか。また、発生を想定した訓練
が実施されているか

21 1 0 1

・最初に説明があった
のと先生方にも予告なく
リーダーの先生が避難
訓練を始めるそうでそ
の様子もYouTubeで期
間限定で配信して下さ
います

・マニュアルは保護者会
で説明しています。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われているか

23 0 0 0
・先生方同士で不審者
対応や避難の練習等さ
れていると伺いました

・訓練は定期的に行っ
ています。

の
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保護者等から　アンケート集計結果　公表用
（児童発達支援）

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 22 0 0 1

・「あしたなん（どこ）いく
の？りょーいく？」「やっ
たー！」と言っていま
す。自宅でも先生方や
お友達の名前なども出
ていて大好きです

・今後も子ども達が安
心・安全に過ごせるよう
に努めていきます。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 22 1 0 0

・今のところしか通わせ
た事がなく比較対象も
ありませんが保健師さ
んからのご紹介で入り
ましたがとにかく先生方
が子供に対して一張一
弛、何かあった時に相
談しやすい温かい雰囲
気で頼もしく手厚い支援
を受けられていると思い
ます・いつもあたたかく
見守って指導してくださ
り、ありがとうございま
す

・今後も子ども達が安
心・安全に過ごせるよう
に努めていきます。

(i)「本人にわかりやすく構造化された環境」はこの部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人
にわかりやすくすることです。(ii)「児童発達支援計画」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常
生活全般の計画状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるため(iii)「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的をもって行われる個々の活動のことです。子どもの障
害の特性や課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。(iv)「ペアレント・トレーニング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め
方等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。
   表」 により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。

満
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